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　　　　2005年 8 月 8 日つ くばで突風 と記録的強雨 をもた ら した雷雨
★
山内 洋，鈴木 修，中里 真久，高谷 美正 ，井上 豊志郎，笹岡 雅宏 （気象研究所），森 真理子 （高層気象台）

1．概要

　 2005年 8 月 8H ，茨城 県 つ くば で 20m ！s を超 える突 風 と猛

烈 な 雨 が 観 測 され ，高 層 気 象 台 〔つ くば ）の 最 大 1時 間 降 水 量

（72mm ）と最大 10分間降水 量 （31mm ）の 極値 が 更新 され た。
この とき最大瞬 間 風 速 21．7m 〆s （14：52JST），1分 平 均 の 降水強

度 300mm ／h （15 ：01JST ），7℃の 気温 低下，4．5hPa の 気圧上昇

が （図 D ，新治 村上 坂 田 で は ］4：30亅ST 頃 に 降雹 が そ れ ぞ れ

観測され た （図 3（a））。この 雷 雨 に っ い て気 象 研 究 所 ドッ プ ラ

ー
レ
ー

ダ
ー

と地 上 気象観 測 データ等を用 い て解析 した 。

2．ス トー厶 の解析

　 10JST 頃関東北部 で 発生 し 南東進 し た 積乱雲群 1 と，
11JST 頃 関東 西部 で 発生 し 北東 進 し た 積乱 雲群 II が ，
14：30JST 頃 つ くば 市付 近 で 合流・発 達した （図 2）。 そ れ ぞれ

の 積 乱 雲 群 は 下 層 に 明 瞭 な コ ール ドプ ール を持 っ てい た。

　 こ れ ら降 水 シ ス テ ム を ドッ プ ラーレ ーダー
で 仰 角 0．5〜30 °

（13仰角）の PPI観測 し
，
　CAPP ］と降水セ ル の 移動方向に 沿 っ

た 鉛 直 断 面 を作 成 して調 べ た 結 果 ，以 下 の こ とが わ か っ た。
2．1．降水 セ ル の 解 析

降水セル A 　積乱雲群 1中で 14：00JST に 発 生 した （図 3（a ））。

　南南東 に 9in／s で 移動し，15：00JST 過ぎにつ くばの 北東 で

　後述 の 降水セ ル C と融合 した。移動 の 途 中で 反 射強度

40dBZ 以 上 の 領域 （降水 コ ア ）の 落 下 が 3 回 観測 され た。
2つ の ガス トフ ロ ン トの 衝突点 で発 生 した 降水 セ ル C 積乱雲

　群 1及び 皿 起源 の ガス トフ ロ ン トが 衝突した領域 か ら降水 セ

ル C が 発 生 した。図 3（a）に示 すように，この 降水 セ ル C は発

達しなが ら積 乱 雲群 H 内の 降 水 セ ル B を 14：30JSTに 融 合

した 後，急発達 し積乱雲群 1，II の い ずれ とも異なる東南東

　に 進 み ，15：00JST 頃 に 気象研究所 上 空 に 達 した。この 間 に

降水 コ ア の 落下が 2 回観測され た。
2．2，突風現象 の 解析

ガス トフ ロ ント　積乱雲群 1及 び IIそ れ ぞ れ か ら発 生 した ガ ス

　トフ ロ ン トが ，晴 天 エ コ
ーとして 観測 され た D 図 3（a ）中に 示 す

　積乱雲群 1 起源の ガ ス トフ ロ ン トは ，レ ーダー
に 向か っ て 南

南東 に 8m ！s で 進 ん だ。ドッ プ ラ
ー

速度の 分 布 より，そ の 厚 み

は 1．6  ，内部の 風 速は 5〜2〔hn／s と見 積 もられ た。

ダウンバ ース ト　 14：37JST ，筑波山の 南で 降水セ ル A の 2 回

　目の コ ア の 落 下 とともに ダウン バ ース トが 発 生 した （図 3（a））。
ダウン バ ー

ス トの 発 散 速度差 は 38in！s，大 きさ（ドッ プ ラー速

度 の 極値 間の 水平距離）は 5km で あっ た （図 3〔b））。

3．高層気象観測

　高 層観 測 （館 野 09亅ST＞で は，　CAPE は 400in1tszとや や 不 安

定，中層及び 下層 の 相当温 位 の 差 は 28 度と大 きく，高度 8 

以 下 で の 弱風 （風速 1im！s 以 下 ）とい う特徴 が 見 られ た。これ
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らは 積 乱 雲とダウン バ ース トの 発 生や，2 つ の 積 乱 雲群が 異な
n

る方 向 に移 動 したこ とに 関 連 す ると考え られ る。

4．まとめ

　今 回 の 現象 は ，関東 北 部 と西 部 で そ れ ぞ れ 発 達 した 積乱

雲群 が つ くば 付近 で 融合 し急発 達するこ とで もた らされた。

　 つ くば で 観 測 され た 突 風 は，積 乱 雲 群 1中 の 降 水 セ ル A で

発 生 した ダ ウン バ ース トが ，先 行 す るガ ス トフ ロ ン トと
一

体 とな

っ て 通 過 したもの と考え られ る。

量壁 高 層気 象 台観 測 第
一

課 より地上 観 測デ
ー

タをい た だきました。
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図 12005 年 8 月 8 日，高層気象台（つ くば ）で 観測され た

突風と強雨。（a）風向風速，（b）気温 ・気 圧，（c ｝降水。

図 214 ：10JST の レ ーダーエ コ ー（気象庁）及 び 地 上 風 気 温

　（アメダス ）の 分 布 。 実線 は ， 気 温 の 2℃毎 の 等値線。
x 印が

っ くば。（東京管 区 気象台作成 の 「か さね 一
る 3D 」を使 用。）
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図 314 ；37JST に 気象研 究所 ドッ プ ラ
ー

レ ーダーで観測され た

反 射強度 の （a ）水平分布図（高Ptx　1．9km の CAPPD と，（b）鉛直

　断 面 図伺一国を南西側 か ら見た面 ）。時間 変化 か ら求 め たセ ル

の 移動 とドソ プ ラー速度の 情報を重 ね た。
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